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E C O - T O U R I S M
保全する。確保する。保護する─。「環境への旅 第2回」では環境を保つ現場を訪ねる。

「保」という字は、元来「守る」という意味を含んでいる。人々の暮らしを取り巻く健やかな環境をいかに守るか。
3つの旅先で共通して見えてきたのは、環境を保つために現場に向き合う人々の真摯な姿だ。

土木・建設の技術と意気込みが、そこに息づいている。

豊洲
への旅

新砂
への旅

武蔵野
への旅

市場用地の安全・安心を保つ
東京都中央卸売市場
首都圏の食の流通・供給に向けた土壌汚染対策

循環型社会を保つ
株式会社京葉興業
時代の変遷に対応した廃棄物処理事業

近隣の生活を保つ
戸田建設株式会社
大型ビームテントによる現場の環境保全活動

【 第 2 回 】

保
環境への旅
環境立国ニッポンの心を訪ねる

文：槌田波留基

築地に替わる新しい市場建設のために土
壌汚染対策が進む豊洲。生鮮食料品の流
通拠点となる新市場用地の安全・安心を

「確保」する現場だ。（提供：東京都）
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東
京
都
中
央
卸
売
市
場
・
築
地
市
場
は
昭
和
十
年
の

開
場
以
来
七
七
年
も
の
間
、
現
在
は
三
、三
〇
〇
万
と

も
い
わ
れ
る
首
都
圏
の
消
費
者
に
向
け
た
食
の
流
通
、

時
代
に
即
し
た

新
た
な
基
幹
市
場
を
創
る

現場全体を10mのメッシュで区分けして調査。各ポイントの汚染
状況によって処理方法が異なる。メッシュの数は一街区あたり約
1,300にも及ぶ。

市
場
用
地
の

安
全
・
安
心
を

保
つ

新交通ゆりかもめ「新市場前駅」
下車すぐ

中央卸売
市場
築地市場

浜離宮
庭園

レインボーブリッジ

豊洲
駅

新豊
洲駅

市場
前駅

豊洲
新市場

　築地市場の再整備着手は、基本
計画が策定された昭和63年に遡
る。十分な検討を行い現在地の整
備事業に着工したのが平成3年。
しかし、コストの増大や、営業活
動への深刻な影響など、想定外の
問題が発生し、平成8年に再整備
工事は中断を余儀なくされる。問
題を解消する決定的なプランを見
いだすことができず平成11年に
現在地での再整備は断念せざるを
得なかった。
　検討、協議を重ねた結果「移転」
という新たな構想が浮上、白羽の
矢が立ったのが「豊洲」である。
40haという広大な土地、築地か
らわずか2.3㎞という立地、首都
高速道路の出入口や主要幹線道路
のアクセスの良さなど、流通拠点
に求められる条件を満たしている。
　豊洲への移転計画は平成13年
に決定されたが、ここで立ちはだ
かったのが「土壌汚染対策」だ。
この地ではかつてガスの製造工場
が稼働、操業による汚染物質が確
認されていた。これをいかに除去
し、土壌の再生を図るか。豊洲へ
の旅は、市場用地の安全・安心の
確保を目指した「土との闘い」を
垣間見るエコツーリズムとなった。

豊洲新市場
土壌汚染対策工事

豊洲
への旅

4
ECO -TOU R I SM

供
給
を
担
っ
て
き
た
。
築
地
に
あ
る
東
京
都
の
中
央
卸

売
市
場
新
市
場
整
備
部
の
事
務
所
も
、
レ
ト
ロ
な
趣
が

あ
る
も
の
の
、
施
設
の
老
朽
化
、
狭
隘
化
は
否
め
な
い
。

　

同
部
の
安
部
毅
基
盤
整
備
担
当
課
長
は
言
う
。「
築

地
の
老
朽
化
へ
の
対
応
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
物
流
シ

ス
テ
ム
の
変
遷
、
食
品
の
衛
生
管
理
と
い
っ
た
観
点
か

ら
も
、
新
市
場
の
整
備
は
必
須
の
事
業
。『
豊
洲
』
は
、

時
代
に
即
し
た
機
能
を
有
す
る
新
し
い
基
幹
市
場
で
す
。

事
業
者
で
あ
る
我
々
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
『
食
』

を
取
り
扱
う
市
場
用
地
の
安
全
・
安
心
の
確
保
。
現
在

実
施
し
て
い
る
土
壌
汚
染
対
策
工
事
は
、
市
場
用
地
の

安
全
・
安
心
確
保
の
う
え
で
万
全
な
対
策
で
す
」。

　

ガ
ス
製
造
工
場
の
跡
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
一
帯
の

土
壌
か
ら
は
こ
の
工
場
操
業
に
由
来
す
る
ベ
ン
ゼ
ン
、

シ
ア
ン
化
合
物
な
ど
の
有
害
物
質
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
地
下
水
の
汚
染
も
存
在
す
る
。「
土
」
と
「
水
」
の

徹
底
的
な
汚
染
処
理
が
始
ま
り
、
全
四
〇
㌶
の
建
設
予

定
地
が
鳴
動
し
て
い
る
。

　

東
京
都
は
土
壌
汚
染
対
策
に
あ
た
っ
て
平
成
十
九
年

に
学
識
経
験
者
か
ら
な
る
「
専
門
家
会
議
」
を
設
置
。

予
定
地
の
土
壌
汚
染
調
査
を
行
い
、
市
場
用
地
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
の
基
本
方
針
と
な
る
提
言

工事概要についてお話し
くださった安部毅基盤整
備担当課長。「市場関係
者や学識経験者で構成さ
れた協議会を設置し、土
壌汚染対策に関する情報
の共有化と意見交換を行
っていきます」（写真：中
原一隆）

現場は、新交通ゆりかもめと主要幹線道路に
よって5、6、7の3つの街区に分割されてい
る。それぞれ12〜13haの広さだ。あちらこ
ちらで掘削作業が展開され、その背後には東
京港越しのビル群が霞んで見える。

官
民
一
体
と
な
っ
た

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

80年近く東京の「台所」としてその役割を果たして
いる築地市場。

首
都
圏
の
食
の

流
通・供
給
に
向
け
た

土
壌
汚
染
対
策

東
京
都
中
央
卸
売
市
場

新交通

ゆりかもめ

人物以外画像提供：東京都
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世界的な規模を誇る生鮮食料品の流通拠点としてだけではなく、
「千客万来施設」を設け「食を中心としたにぎわい」を創出する豊洲
新市場。

　

現
場
の
至
る
所
で
建
設
重
機
に
よ
る
地
盤
の
掘
削
が

行
わ
れ
て
い
る
。
周
囲
を
囲
む
よ
う
に
鋼
管
矢
板
の
壁

が
続
く
。
地
下
約
一
〇
㍍
に
位
置
す
る
不
透
水
層
に
達

す
る
遮
水
壁
だ
。
不
透
水
層
を
底
蓋
と
す
る
巨
大
な
箱

を
地
中
に
造
り
、
地
下
水
の
流
出
入
を
抑
え
て
い
る
。

　

敷
地
は
一
〇
㍍
間
隔
の
メ
ッ
シ
ュ
で
区
分
け
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ッ
シ
ュ
ご
と
に
土
に
含
ま
れ
る

汚
染
物
質
、
濃
度
の
分
析
結
果
を
基
に
、
汚
染
状
況
に

応
じ
た
処
理
を
施
す
た
め
だ
。
土
壌
を
粒
子
の
大
き
さ

ご
と
に
選
別
し
、
低
濃
度
の
ベ
ン
ゼ
ン
や
重
金
属
な
ど

を
水
で
洗
い
流
す
「
洗
浄
処
理
」、
土
壌
中
の
微
生
物
を

活
性
化
さ
せ
て
汚
染
物
質
を
分
解
す
る
「
掘
削
微
生
物

処
理
」、
土
壌
を
加
熱
し
油
分
、
ベ
ン
ゼ
ン
を
気
化
さ
せ

る
「
中
温
加
熱
処
理
」。
こ
の
三
つ
の
工
法
を
組
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
確
実
な
処
理
を
実
施
し
て
い
る
。

　

洗
浄
処
理
プ
ラ
ン
ト
は
、
一
粒
一
粒
の
土
を
水
で
磨

く
と
言
っ
て
も
い
い
ほ
ど
の
精
度
。
使
用
し
た
水
は
水

処
理
装
置
で
浄
化
し
洗
浄
水
と
し
て
循
環
再
利
用
す
る
。

　

堀
削
微
生
物
処
理
用
の
巨
大
な
テ
ン
ト
の
中
で
は
畝う

ね

状
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
汚
染
土
壌
が
、
微
生
物
の
力
に

よ
っ
て
再
生
す
る
時
を
待
っ
て
い
る
。
そ
の
隣
に
あ
る

中
温
加
熱
処
理
プ
ラ
ン
ト
は
四
〇
〇
〜
六
〇
〇
度
で
土

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
実
現
に
向
け
前
進
さ

せ
た
の
が
土
木
、
環
境
、
シ
ス
テ
ム
等
の
各
分
野
の
リ

ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
「
技
術
会
議
」
だ
。
こ

の
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
っ
て
技
術
・
工
法
を
公
募
、
そ
の
内

容
が
厳
密
に
評
価
、
検
討
さ
れ
、
技
術
的
見
地
か
ら
対

策
工
事
の
在
り
方
が
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
専

門
家
会
議
及
び
技
術
会
議
の
提
言
を
実
現
す
べ
く
我
が

国
を
代
表
す
る
土
木
建
設
企
業
が
結
集
し
、
現
場
が
立

ち
上
が
っ
た
。

　

豊
洲
新
市
場
予
定
地
は
、
築
地
の
現
市
場
か
ら
車
で

五
分
程
度
、
都
心
か
ら
も
二
〜
四
㌔
㍍
と
、
確
か
に
生

鮮
食
料
品
の
流
通
拠
点
と
し
て
は
恵
ま
れ
た
立
地
だ
。

を
加
熱
す
る
装
置
だ
。
埋
立
資
材
と
し
て
活
用
で
き
る

土
を
海
上
輸
送
す
る
土
運
船
の
バ
ー
ス
も
整
備
さ
れ
た
。

巨
大
テ
ン
ト
が
並
ぶ
エ
リ
ア
は
汚
染
処
理
基
地
の
機
能

を
果
た
し
て
い
る
。

　

豊
洲
へ
の
旅
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
感
じ
た
の
は
徹
底

し
て
市
場
用
地
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
頑
な
な
ま

で
の
姿
勢
だ
。
池
田
主
任
は
「
都
民
の
食
卓
に
直
接
あ

が
る
食
材
を
扱
う
施
設
で
す
か
ら
『
食
を
扱
う
市
場
用

地
の
安
全
を
保
つ
』
と
い
う
意
識
が
仕
事
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。
土
木
の
先
端
技

術
が
、
そ
の
言
葉
の
背
後
に
あ
る
「
誇
り
」
の
根
拠
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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土
を
洗
い
、磨
き
、

加
熱
し
て
浄
化

汚染された地下水の浄化は、施工箇
所を鋼矢板で囲い揚水と復水を繰り
返して行う。

道路側にある80㎝径の鋼管矢板。海側にはソイルセメント、鋼製の遮
水材からなる三層構造の遮水壁がある。これにより地下水を遮断する。

埋立用地への土の搬送は海上輸送を基本として車両運搬を削減、
CO2の排出を抑制している。

上／各街区から運搬されてきた汚染土壌
は飛散を防止するため巨大なテントで保
管、処理される。
下／各街区から運搬されてきた土壌を粒
子の大きさごとに分け、水によるこすり
洗い、気泡を活用した洗浄で汚染物質を
除去する。

新市場用地の安全・安心の確保に取り組む、東京都中央卸売市
場新市場整備部施設整備課土対工事ラインのみなさん。（写
真：中原一隆）

新
市
場
の
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
土
木
技
術



東西線「南砂町駅」より徒歩20分

京葉興業

砂町
水再生
センター

南砂町駅
東陽町駅

潮
見
駅

新木場駅

首都高
湾岸線

東京メトロ東西線

　（株）京葉興業は江東区新砂に
主要プラントを構える廃棄物処理
のエキスパート企業だ。
　創業は大正5年に肥料商鈴木商
店として、昭和39年東京都清掃
局より特定貨物運送業の免許を取
得、江戸川区で株式会社を設立し
た。昭和57年、船舶事業所を江
東区新砂に開設し、専用船による
建設残土などの海洋投入事業を展
開する。折しも、それまで希薄だ
った環境、廃棄物に対する意識、
世論が急速に成熟しつつある時期
で、廃棄物関連の法整備や国際条
約などにより事業環境も大きな転
換期を迎えていた。そんななか、
江東区という立地も加勢し、羽田
空港整備、JR京葉線建設などに関
わり、京葉興業は大きく飛躍する。
　平成に入り、京葉興業は海洋投
入許可を返上、段階的に広域海上
輸送に転換し、廃棄物、廃水の処
理、再資源化事業を本格化させる。
　時代は変遷する、廃棄物の顔も
日々異なる。客先のニーズは千変
万化だ。そうした変化に柔軟に対
応し、京葉興業は循環型社会の形
成と、静脈物流網を「保つ」ため、
力を尽くしてきた。

静脈物流の要となる
処理施設

新砂
への旅

5
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レストランなどの有機性廃水を搬入する
様子。この施設ではそれらが最新の技
術・設備で効率的に処理される。

循
環
型
社
会
を
保
つ

時
代
の
変
遷
に
対
応
し
た

廃
棄
物
処
理
事
業

株
式
会
社
京
葉
興
業

　

今
回
の
旅
で
は
、
循
環
型
社
会
形
成
ビ
ジ
ョ
ン
に
お

い
て
、
重
要
な
役
割
を
持
つ
廃
棄
物
処
理
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
企
業
を
訪
ね
た
。
地
下
鉄
東
西
線
南
砂
町
駅
か
ら

車
で
一
〇
分
ほ
ど
、
㈱
京
葉
興
業
新
砂
事
業
部
が
舞
台

だ
。

　

こ
こ
の
主
な
業
務
は
、
建
設
汚
泥
を
は
じ
め
と
す
る

産
業
廃
棄
物
の
改
質
固
化
処
理
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
か

ら
排
出
さ
れ
る
有
機
性
廃
水
の
処
理
、
そ
し
て
、
そ
の

工
程
で
生
ま
れ
た
処
理
物
を
船
舶
を
使
っ
て
運
搬
す
る

広
域
輸
送
事
業
だ
。

　
「
昔
か
ら
『
汚
泥
の
京
葉
興
業
』
と
少
々
微
妙
な
言
い

回
し
で
語
ら
れ
る
我
が
社
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
汚
泥
や

有
機
性
廃
水
の
処
理
に
お
い
て
は
一
目
置
か
れ
る
会
社

な
ん
で
す
よ
」
と
笑
う
の
は
能の

う

化か

満
常
務
取
締
役
だ
。

「
か
つ
て
は
船
に
よ
る
廃
棄
物
の
運
搬
、
海
上
投
入
が

主
要
事
業
で
し
た
が
、
現
在
で
は
先
端
技
術
を
駆
使
し

た
中
間
処
理
施
設
と
し
て
時
代
の
要
請
に
応
え
て
い
ま

す
」
と
語
る
。

　

早
速
、
市
川
幸
雄
常
務
取
締
役
に
改
質
固
化
処
理
施

設
の
説
明
を
お
聞
き
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
ト
で
は
、
建

設
現
場
や
生
産
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
泥
、
鉱
さ
い

な
ど
と
固
化
剤
を
混
合
し
て
改
質
、
減
量
化
す
る
。「
廃

棄
物
は
焼
却
灰
や
脱
水
ケ
ー
キ
の
状
態
で
受
け
入
れ
ま

す
。
こ
れ
を
セ
メ
ン
ト
系
固
化
剤
と
一
緒
に
ペ
レ
ガ
イ

ア
と
い
う
混
合
機
で
解
砕
、
混
練
、
造
粒
処
理
し
、
廃

棄
物
の
性
状
を
改
質
し
ま
す
」。

　

廃
棄
物
は
貯
留
サ
イ
ロ
、
粉
塵
除
去
装
置
、
養
生
槽

な
ど
を
経
て
、
安
定
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
資
材
と
し
て
全

国
に
供
給
さ
れ
る
。

静
脈
物
流
を
支
え
る

中
間
処
理
プ
ラ
ン
ト

廃
棄
物
の
性
状
を
変
え
る

「時代の要請、顧客ニーズの変化に応え
るための、当社のビジネススキームも変
遷、進化を繰り返してきました」と語る
能化常務。

右／搬入される汚泥、燃え殻な
どの廃棄物はいったん受入槽

（左）に貯留され攪拌後、磁気選
別、固化剤添加・混合などの工
程に進む。
左／セメント原料、埋立資材と
して再生された処理物が搬出の
ときを待っている。

写真：中原一隆
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同
じ
敷
地
内
に
も
う
一
つ
、
自
慢
の
施
設
が
あ
る
。

平
成
二
年
に
稼
働
し
た
「
廃
水
処
理
プ
ラ
ン
ト
」
だ
。

レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ
ル
、
食
品
工
場
な
ど
か
ら
排
出
さ

れ
る
有
機
性
廃
水
を
処
理
す
る
。
今
ま
で
こ
う
し
た
汚

水
は
、
浮
遊
物
や
油
分
が
多
く
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
に

処
理
す
る
こ
と
が
困
難
と
さ
れ
て
き
た
が
、
平
成
十
九

年
に
メ
タ
ン
発
酵
、
活
性
汚
泥
処
理
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
た
シ
ス
テ
ム
を
開
発
。
一
日
あ
た
り
四
〇
〇
㌧
も
の

廃
水
に
含
ま
れ
る
有
機
物
を
九
九
％
分
解
除
去
す
る
こ

と
を
可
能
に
し
た
。

　

廃
水
を
排
出
す
る
首
都
圏
の
飲
食
店
や
病
院
、
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
な
ど
は
不
夜
城
だ
。「
施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
な
ど
も
夜
間
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
よ
ね
。

廃
水
の
発
生
は
時
間
を
選
ば
な
い
。
必
然
的
に
我
々
も

三
六
五
日
二
四
時
間
体
制
で
受
け
入
れ
て
い
ま
す
」
と

市
川
常
務
は
語
る
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
ト
建
設
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た

の
は
市
川
常
務
が
入
社
し
た
四
半
世
紀
以
上
も
前
の
こ

と
だ
と
い
う
。「
結
構
、
思
い
入
れ
の
あ
る
施
設
な
ん
で

す
よ
」
と
目
を
細
め
た
。

液
状
廃
棄
物
も

効
率
的
に
処
理

検査室では依頼された
廃棄物の性状把握や、
工程を終えた処理物の
確認を行う。検査結果
は顧客にすべて開示、
情報を共有してニーズ
に沿った最適な処理方
法を検討、提案する。

有機性廃水は廃水処理
施設で処理される。脱
水汚泥の段階で1/12、
さらに乾燥によって
1/4まで減量すること
が可能だ。

　
「
た
と
え
ば
建
築
の
材
料
は
時
代
と
と
も
に
ど
ん
ど

ん
新
し
い
素
材
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
の
性
質
も
変
わ
っ
て
く
る
。
廃

棄
物
の
状
態
、
組
成
を
つ
ぶ
さ
に
検
証
し
て
最
適
な
処

理
方
法
を
設
計
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
市
川
常
務

は
検
査
室
に
案
内
し
て
く
れ
た
。

　

化
学
メ
ー
カ
ー
の
研
究
室
の
よ
う
だ
、
若
手
の
担
当

者
が
顕
微
鏡
を
覗
か
せ
く
れ
た
。「
ツ
リ
ガ
ネ
ム
シ
が

見
え
る
で
し
ょ
う
？ 

こ
れ
が
い
れ
ば
一
定
の
処
理
が

時
代
と
と
も
に
変
わ
る
廃
棄
物

完
了
し
て
い
る
と
い
う
サ
イ
ン
な
ん
で
す
」。
傍
ら
に

は
工
程
ご
と
に
採
取
し
た
サ
ン
プ
ル
が
二
〇
本
近
く
並

ん
で
い
た
。
確
実
な
処
理
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
ミ
ク

ロ
レ
ベ
ル
で
プ
ロ
セ
ス
を
監
視
し
て
い
る
の
だ
。

　

京
葉
興
業
は
、
社
員
全
員
が
「
地
球
環
境
の
美
化
に

取
り
組
む
」
と
い
う
意
識
の
共
有
を
目
的
と
し
て
独
自

の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て
い
る
。
新
人
は
と
に
か

く
「
現
場
」
だ
。「
廃
棄
物
を
見
て
、
触
れ
て
知
っ
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
市
川
常
務
。

　

静
脈
物
流
の
リ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
プ
を
構
築
し
、
こ
れ

を
保
つ
廃
棄
物
処
理
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
企
業
が
こ
こ
に

あ
る
。

「処理工程で発生した消化ガス（メタン）をボイラ燃料として
消化槽の加熱、発電に活用。省エネ化も進めています」と語る
市川常務。

リサイクル資材となった処理物はこの積出し施設から海上に搬出され、
専用船に積み替えられた後、管理型処分場、工場に専用船で搬送される。

京葉興業の人材育成は徹底した現場主義。座学では得られない廃棄物に
関するあらゆる知識が先輩から後輩へ受け継がれている。
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役
割
を
終
え
た
ご
み
焼
却
場
の
解
体
現
場
を
見
に
行

く
た
め
J
R
武
蔵
境
駅
か
ら
西
武
多
摩
川
線
に
乗
っ

た
。
二
つ
目
の
多
磨
駅
を
降
り
る
と
駅
前
一
帯
は
閑
静

な
住
宅
街
。「
武
蔵
野
」
の
地
名
に
相
応
し
い
佇
ま
い
だ
。

　

今
回
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
目
的
地
は
、
こ
の
駅
か

ら
北
へ
一
㌔
㍍
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
新
緑
が
ま
ぶ

し
い
野
川
公
園
、
武
蔵
野
公
園
に
挟
ま
れ
た
「
旧
二
枚

橋
衛
生
組
合
施
設
」
の
解
体
現
場
だ
。
現
在
、
本
年
三

月
か
ら
始
ま
っ
た
二
期
工
事
と
し
て
埋
設
廃
棄
物
や
汚

染
土
壌
の
除
去
が
進
行
中
。
東
西
五
〇
㍍
、
南
北
に

二
〇
〇
㍍
ほ
ど
の
敷
地
で
は
、
重
機
に
よ
る
表
土
の
掘

削
、
整
地
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

周
辺
に
は
小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
響
き
、
公
園
の
柵
越

し
に
木
漏
れ
日
の
中
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
人
の
姿
も
見

え
る
。
道
路
を
挟
ん
だ
南
側
は
保
育
園
だ
。

　

粉
塵
、
騒
音
、
振
動
の
抑
制
は
他
の
現
場
と
同
様
大

き
な
課
題
と
な
る
。
ま
し
て
や
住
宅
街
に
隣
接
し
た
こ

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
一
帯
の
生
活
環
境
を
保
ち
な

が
ら
、
大
規
模
な
ご
み
焼
却
施
設
を
解
体
す
る
事
業
は

至
難
の
業
と
い
え
る
。
市
民
の
生
活
環
境
維
持
を
最
優

先
に
、
施
工
者
は
大
胆
な
工
法
で
現
場
に
臨
ん
だ
。

緑
に
囲
ま
れ
た
住
宅
街
の

生
活
環
境
を

 「
保
全
」す
る
現
場

近
隣
の
生
活
を
保
つ

西武多摩川線新小金井駅より車で5分

新小金井駅

多磨駅

焼却場の
解体現場

国際
基督教大学

武蔵野公園

多磨霊園
野川公園

西武多摩川線

　戸田建設（株）は地球環境の創
造的再生を目指し、1994年から
企業環境理念として「戸田建設地
球環境憲章」を掲げている。「戸
田地球環境賞」は、この理念に基
づき社員の環境意識の高揚と環境
保全活動の促進を目的として
2003年に設けられた社内表彰制
度だ。規模の大小にとらわれるこ
となく毎年表彰が行われている。
　環境事業推進室の樋口正一郎室
長は「10回目となる今年は、社内
での告知を積極的に行ったことも
あって応募数が大幅に増え、過去
最多となる143件の作品が寄せら
れました。この表彰活動によって
社員一人ひとりの意識が高まって
いる証しといえます」と語る。

「事例」「案件」ではなく、その「作
品」という言葉に、この賞の背後
にある思いが滲む。自然環境を保
ち、周辺に対する負荷を低減しよ
うとする創意工夫は、現場の真摯
な姿勢を裏付ける「作品」と呼ぶ
に相応しい取組みばかりだ。
　その中から今回選ばれたのは、
40年以上の永きに渡り稼働して
きた武蔵野のごみ焼却施設解体現
場における大胆かつ緻密な施策だ
った。

戸田地球環境賞

武蔵野
への旅

6
ECO -TOU R I SM

大
型
ビ
ー
ム
テ
ン
ト
に
よ
る

現
場
の
環
境
保
全
活
動

戸
田
建
設
株
式
会
社

府中、調布、小金井の三市から排出され
る廃棄物を一手に引き受けていた処分場
を解体する。現場では大型ビームテント
の基礎の解体が進む。廃棄物の処理量が
500t/日に及ぶ大型の施設だった。

現場は閑静な住宅街、緑豊かな公園に隣接す
る。必然的に環境保全を通した『安全・安心』
が最大のテーマとなる。

周辺には子供たちの通学通園路も少なくない。近くに保育園（上）
や図書館、大学、文化施設が点在する文教地区でもある。

写真：特記以外は中原一隆
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そ
の
施
工
者
で
あ
る
戸
田
建
設
㈱
の
西
山
悦
男
作
業

所
長
は
「
こ
の
事
業
の
計
画
当
初
か
ら
、
建
設
業
界
に

お
い
て
例
の
な
い
斬
新
な
技
術
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

み
た
い
と
切
望
し
て
い
ま
し
た
」
と
切
り
出
し
た
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
「
戸
田
地
球
環
境
賞
」
を
受
賞
し

た
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。

　

最
も
注
力
し
た
の
が
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
有
害
物
質

の
飛
散
・
拡
散
防
止
対
策
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
解
体

す
る
四
基
の
焼
却
炉
を
二
基
ず
つ
巨
大
な
テ
ン
ト
で
す

っ
ぽ
り
と
覆
い
、
す
べ
て
の
解
体
作
業
を
そ
の
中
で
行

っ
た
。「
こ
の
『
大
型
ビ
ー
ム
テ
ン
ト
』
ほ
ど
厳
重
に
現

場
を
包
囲
し
た
事
例
は
過
去
に
あ
り
ま
せ
ん
」
と
西
山

所
長
は
胸
を
張
る
。
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
に
よ
り
テ
ン
ト

内
部
に
負
圧
を
か
け
て
粉
塵
の
拡
散
を
防
ぐ
。
出
入
口

に
は
「
前
室
」
を
設
け
、
作
業
員
や
車
両
の
入
出
場
の

際
に
も
内
外
の
空
気
が
直
接
触
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

工
夫
し
た
。
作
業
員
が
着
用
し
た
防
護
服
も
毎
日
廃
棄

す
る
徹
底
ぶ
り
だ
。
テ
ン
ト
シ
ー
ト
の
厚
さ
も
標
準
の

倍
以
上
の
規
格
を
採
用
し
て
騒
音
と
振
動
を
遮
断
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
有
害
物
質
の
飛
散
量
、
騒
音
、
振
動
の

大
き
さ
、
排
水
の
汚
染
量
は
、
公
的
な
許
容
基
準
よ
り

も
厳
格
な
数
値
を
自
ら
設
定
し
、
こ
れ
を
厳
守
し
た
。

大
型
ビ
ー
ム
テ
ン
ト
で

現
場
全
体
を
隔
離
す
る

E C O -TO U R I SM

　

情
報
開
示
も
徹
底
し
て
い
る
。
テ
ン
ト
を
包
囲
す
る

六
基
の
デ
ジ
タ
ル
粉
塵
計
が
状
況
を
常
時
モ
ニ
タ
ー
し
、

計
測
結
果
は
事
務
所
に
隣
接
す
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
で
市
民
に
開
示
さ
れ
る
。
す
べ
て
は
市
民

と
交
わ
し
た
周
辺
環
境
の
保
全
、「
安
全
・
安
心
」
の
約

束
を
果
た
す
た
め
だ
。

　
「
環
境
保
全
に
は
予
算
も
必
要
で
す
。
事
業
の
提
案

書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
一
〇
〇
％
履
行
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
最
少
の
コ
ス
ト
で
最
大

限
の
効
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
詳
細
に
わ
た
っ
て
計
画

を
検
証
し
ま
し
た
」
と
西
山
所
長
は
話
す
。
こ
の
言
葉

を
受
け
て
、
環
境
事
業
推
進
室
の
樋
口
室
長
は
次
の
よ

う
に
語
る
。「
こ
の
現
場
の
誠
意
あ
る
取
り
組
み
が
今
回

の
地
球
環
境
賞
の
受
賞
に
結
実
し
ま
し
た
。
我
々
に
は

そ
の
成
果
、
コ
ス
ト
も
含
め
た
事
業
の
必
要
性
を
市
民

の
皆
さ
ま
、お
客
さ
ま
に
説
明
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
」。

　

住
環
境
と
自
然
環
境
が
整
合
し
て
こ
そ
の
地
球
環
境

だ
。
人
は
そ
う
し
た
環
境
で
暮
ら
す
た
め
に
全
力
で
豊

か
さ
の
保
た
れ
た
自
然
を
護
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
が
よ
り
充
実
し
た
生
活
を
約
束
し
て
く
れ
る
。
土

木
建
設
は
そ
の
理
想
的
な
連
鎖
を
実
現
へ
と
導
く
使
命

を
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

必
要
最
小
限
の
コ
ス
ト
で

環
境
を
守
る
責
任
が
あ
る

焼却炉を核とするプラントを丸ごと大型
ビームテントで覆い、解体した。その大
きさは1,601.25㎡、高さは27.89mに達
した（提供：戸田建設㈱）。 

「現場周辺の静穏な住環境を保全する、豊
かな自然をまもる。それがこの事業の根
幹にあります」と、西山所長（中央）。樋
口室長（左）は「土木工事は自然と向き合
う仕事。自然環境の保全、周辺への負荷
低減に対するニーズはこの10年で急速
に高まりました」と語る。「その他の現場
でも地球環境賞を受賞しましたが、賞が
あることによって、より士気が高まりま
すね」と、谷澤課長（右）。

インフォメーションセンターは常設となっているため、周辺市民は
粉塵飛散、騒音などの計測データを確認することができる。

現場を包囲するように各種センサーが配置されている。写真は粉じ
んの量を計測する「SPM計」。

武蔵野の現場における「地域の住環境を保全する取組み」
はその成果が認められ、今年の「戸田地球環境賞」を受賞
した（提供：戸田建設㈱）。


